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1．はじめに 
 近年、全国の多くの河川で植生域の拡大が顕在化して

いる。植生域の拡大は、直接的に洪水の流下の阻害要因

となるほか、流路の固定化の要因となる。流路が固定さ

れると、河川環境を悪化させる恐れがあり、治水・環境

の両面への影響が懸念されている。植生域の拡大をもた

らす主な要因としてはダム建設による洪水頻度の減少や

護岸工等による生育基盤の形成、川幅縮小などの河川工

事の影響が挙げられており、既存研究 1)では、河道変遷

と植生侵入の要因を明らかにするために、数値解析を用

いて様々な外的要因を組み合わせた試行計算を行い、各

要因の影響度の定量的な評価が行われている。このよう

に植生侵入の支配的な要因に関する研究は盛んに行われ

ているが、植生域拡大のプロセスについては十分に解明

されていない部分がある。       
そのため本研究では、植生の定着過程を解明する第一

歩として、単一河川の長期的な植生分布の変動を追い、

植生定着の速さや位置変化を把握することを目的とした。 
 
２．手法 
 本研究では十勝川水系一級河川である美生川を対象

に植生分布の変動を追跡していくこととした。美生川は

芽室町南西に位置する日高山脈の芽室岳を水源として、

芽室町市街の北東で十勝川に合流する。延長は 40.8km、

流域面積は 206.2km2 となっている。美生川では 2016 年

8 月に流域内の集中豪雨(平成 26 年 8 月豪雨)の影響を強

く受けた。国土交通省 水文水質データベース 2)による

と、2004 年から 2015 年の 12 年間では、最大流量は

282.54m3/sであったが、2016年の最大流量は1217.49m3/s
となっていた(図 1)。この災害によって、美生川の植生

の状況は大きく変化した(図 2)。そこでこの災害前後の

植生の位置や面積を QGIS によって比較した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. QGIS による分析 
３.1 植生分布の経年変化 
 図 3〜6 に美生川の美生大橋から大成橋付近における経

年変化を示す。QGIS を用いて、堤防に囲まれた領域内

における植生部分をポリゴンで囲うことによって可視化

を行った。比較に用いた航空写真は、1977 年、2011 年、

2016 年、2018 年の計 4 枚である。 
 1977 年では堤防付近には樹林が見られるが、河道に

近づくと裸地砂州が広がっており、全体としても植生の

割合は高くない。2011 年になるとまとまった量の樹林

が定着しており、低水路幅が大きく縮小している部分が

見られる。2016 年は平成 26 年 8 月豪雨による出水中の

画像であり、2018 年にはその災害の影響が明確に見ら

れ、画像中央部では植生の全てが消失している。2016
年の災害後から 2018 年の間には植生を減少させるよう

な災害は発生していないため、植生の全てが消失してい

る部分があるということから、この 2 年間では植生の侵

入は全く進んでいないということが考えられる。 
 図 7 は、最も植生が繁茂していた 2011 年の植生域を

2018 年の航空写真上に表示したものである。この画像

によると、植生が残存している部分は位置や量が大きく

変わっていない。つまり、豪雨に伴う出水によって一律

に植生が削られているわけではないため、植生の位置や

生え方によって出水への抵抗が異なるということが推測

される。また、中央部から左側にかけては 2011 年の植

生域が 2018 年の流路上を覆っている部分があり、災害

後には植生とともに河道も変化していることが読み取れ、

植生と河道形状の関係性も示唆されている。 
  
 

図 2：2016 年 9 月 美生川 (北海道庁資料) 

図 1：美生川における 2004 年から 2018 年まで

の年別最大流量 
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3.2 植生の面積変化 
 図 8 に植生の面積変化を示す。河口から中美生橋まで

の区間を各橋ごとに区切り、QGIS を用いて計測を行っ

た。各橋の位置関係は図 9 に示した。区間 1 は河口〜美

生橋、区間 2 は美生橋〜大成橋、区間 3 は大成橋〜新生

橋、区間 4 は新生橋〜美生大橋、区間 5 は美生大橋〜中

美生橋である。区間 5 は 2011 年と 2016 年の航空写真が

途切れているため欠測となっている。 
以下に各区間ごとの特徴を示す。 
区間 1 では、植生面積は 1977 年には約 4.4 万 m2となっ

ており、2011年・2016年には約12万m2となっている。

35年から40年ほどで約2.8倍になっている。さらに2018
年には約 9.5 万 km2となっており、2016 年の 4 分の 3 ほ

どに減少している。同様の変化が区間 3、区間 4 でも見

られ、1977 年と 2016 年を比較すると、区間 3 では約

3.95 倍、区間 4 では約 1.75 倍となっている。 
一方、区間 2 では上記の 3 つの区間と比較して、大き

な変化が見られない。この理由としては堤防内の人為的

改変が考えられる。図 10 に区間 2 において植生がなく

なっている部分の状況を示したが、この画像から河川工

事に伴い、周辺環境を整備したのではないかと推測され

る。 
区間 5 では 1977 年、2018 年の 2 年分のデータである

が、1977 年が 36 万 km2、2018 年が 53 万 km2 となって

いる。 
 また各区間で 1977 年と 2018 年を比べると、区間 4 を

除いては、2018 年の方が大きくなっているため、2016
年の集中豪雨による影響は、1977 年から 2016 年までの

約 40 年ほどで侵入した植生を全て損なうほどの規模で

はなかったということが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3：1977 年 9 月(地理院地図・一部加筆) 

図 4：2011 年 9 月(地理院地図・一部加筆) 

図 5：2016 年 8 月(地理院地図・一部加筆) 

図 6：2018 年 10 月(Google Earth・一部加筆) 

図 7：2018 年 10 月の航空写真上に 2011 年 9 月時点の

植生域を重ねた画像(Google Earth・一部加筆) 

図 8：区間ごとの植生の面積変化 

図 9：各橋の位置関係(Google Earth・一部加筆) 

図 10：区間 2 植生消失部(Google Earth) 
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4 まとめ 
 本研究では河川への植生の侵入過程を明らかにする

ための第一歩として、平成 26 年 8 月豪雨に伴う大規模

出水が見られた、美生川における植生域の位置変化と面

積変化を、2021 年 12 月時点で取集することができた 4
年分の航空写真を用いて、QGIS によって追跡した。 
 結論を以下にまとめる。 
(1)大規模な出水や人為的改変がなければ基本的に植生

は増加していく 
(2)2 年間という短い期間では航空写真上で認められる程

度の植生の侵入は起こらない。 
(3)植生の位置や生育状況によって出水への抵抗が異な

る 
(4)2016 年の集中豪雨の影響は 1977 年から 2016 年の間

に定着した植生を全て損なうほどの規模ではなかった 
 今後への課題としては、現段階では 4 年分の分析で終

わっているため、経年変化をより詳細に追っていくため

に、航空写真等のさらなる収集を行い、分析する年度を

増やしていく。また位置変化や生育状況の差異をよりミ

クロ的に追跡することによって、位置や生育状況による

出水への抵抗や新規侵入の箇所などを明らかにしていき

たい。 
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